令和８年度「フューチャー・リソース推進プラットフォームプロジェクト」
の公募について

[bookmark: _Hlk145243241]本事業は、本学が特に戦略的に推進する地球温暖化防止、ＳＤＧｓ達成といった地球規模の課題解決に向けて、現在は未利用でも転換技術の革新的研究開発によってエネルギー・資源へ活用できる研究、すなわち、フューチャー・リソースに関連する全体最適化に向けたプロセス型研究に対して研究費の一部を支援することで、令和５年度から実施している海洋エネルギー研究所を核とするフューチャー・リソース関連研究の質向上と参画する研究者の増加を目的とし、佐賀大学フューチャー・リソース推進プラットフォームプロジェクトを公募します。特に若手教員の「研究の芽」を伸ばすこと、「研究成果をスタートアップ（起業）に繋げる取組み」も視野に入れ、若手教員の積極的な申請を期待します。 

１）応募要件 
・個人又はグループで、下記「２）募集するプロジェクトに関するテーマ」に従事できること。 
・本学の専任教員が代表者であること。ただし、他大学を含む特任教員、客員研究員、技術職員、技術技能職員および大学院生を構成員として参加させることができる。 

２）募集するプロジェクトに関するテーマ
①「開拓・萌芽事業」
＜目的＞
・計画する研究について、２年目以降に下記「発展・深化事業」への展開を目指す。
＜事業内容＞
・現在は未利用でも転換技術の革新的研究開発によってエネルギー・資源へ活用できる研究。すなわち、フューチャー・リソースに関連する全体最適化に向けたプロセス型研究を提案･実施する。
・事業実施期間内に企業等のカウンターパートを探す。
＜応募条件＞
・未利⽤資源をエネルギー・資源へ転換する研究であること。
・未利用資源の発掘、社会実装、制度設計等の観点から社会科学、生命科学、教育学等の
　多様な知見を活かした研究も歓迎します。

＜配分額＞
・基礎上限額を３０万円とし、研究内容によって増減。

＜その他＞
・同様の研究内容で次年度に「発展・深化事業」に申請することを前提とする。
・進捗把握に向けたフューチャー・リソース推進プラットフォーム専任URA（シニアURA）の伴走（助言・指導）あり。

②「発展・深化事業」
＜目的＞
・基礎研究データを元に社会実装を目指した発展的な事業を行う。
＜事業内容＞
・現在は未利用でも転換技術の⾰新的研究開発によってエネルギー・資源へ活用できる研
究。すなわち、フューチャー・リソースに関連する全体最適化に向けたプロセス型研究を提案･実施する。
・事業実施期間内に企業等のカウンターパートの目途を得る。
・企業や自治体等に貢献できる研究、または起業化に資する研究提案。
＜応募条件＞
・研究内容について、イノベーションジャパン等の展示会への応募と共に論文投稿が期待で
きること。
・令和７年度以降については「開拓・萌芽事業」から発展・継続した研究内容であることが望ましい。
＜配分額＞
・基礎上限額を １５０万円～２００万円とし、研究内容によって増減。
＜その他＞
[bookmark: _Hlk145516522]・進捗把握に向けたフューチャー・リソース推進プラットフォーム担当URA（シニアURA（特命））の伴走（助言・指導）あり。

３）事業実施期間：採択日～令和９年３月３１日

４）応募の制限：
①原則として、佐賀大学の他の財源で実施するプロジェクトや共同研究・受託研究等と同一の研究内容での重複申請および重複受給することはできない。
②同一教員が２つ以上の本事業のプロジェクト研究代表者になることはできない。ただし、他のグループの構成員になることはできる。

５）研究費の支援方法について
※採択件数および配分額によって変更する可能性あり

６）研究費の支出制限等について
・本申請研究に関するものであれば支出制限は無い。
・２月末を目途に予算執行を完了すること。

７）中間報告について
・実施（有無と形式）については追って通知するものとする。

８）成果報告について
・成果報告について、別紙報告書様式１ により提出すること。
・事業経費執行報告について、別紙報告書様式２ により提出すること。
・成果報告会等での発表を求める可能性あり。

９）選考の基準・方法
・選考にあたっては、下記の審査方法にて選考を進め、採択者及び支援額を決定する。
・書類審査を実施する。
・必要に応じて申請者へのヒアリングを行う。

１０）応募方法・提出期限
提出期限　令和８年６月１５日（月）１６：００
提出書類　・フューチャー・リソース推進プラットフォームプロジェクト
申請書類（Ａ４判４枚程度）
・研究概要ポンチ絵（Ａ４判３枚程度）
応募方法　提出書類を電子媒体で提出

１１）採択後の取扱い
・採択者はフューチャー・リソース推進研究者（FR研究者）として認定される。
・採択された研究テーマは海洋エネルギー研究所共同利用・共同研究の採択研究として
カウントされる。

１２）申請書
・申請書は海洋エネルギー研究所Webサイトからダウンロードのうえ、 作成すること。
※「開拓・萌芽事業」「発展・深化事業」とも申請書は同一

１３）今後のスケジュール(予定)
令和８年
５月　上旬募集開始
６月１５日（月）　募集締め切り
６月中旬～６月下旬　書類審査
７月上旬　選考会議にて審議
７月中旬　選考結果の通知及び採択代表者に経費配分・事業開始
令和９年
３月上旬　成果報告書提出・事業経費執行報告

【問い合わせ先】
学術研究部　研究推進課（フューチャー・リソース推進プラットフォーム担当）（内線 8640）
E-mail：fr-office@ioes.saga-u.ac.jp

【備考】
フューチャー・リソースとは、現在は未利⽤でも転換技術の⾰新的研究開発によってエネルギー・資源（水産資源・食料資源等）へ活用できるものを指し、海水や海洋に限定されるものではない。さらに、教育学系、芸術学系、経済学系、医学系、医療系、理工学系、および農学系から社会的評価に関する研究を含め広く応募を求めるものである。さらに、構成員には他大学の教員が入ることも可能である。
　以下の視点の取組みを歓迎します。
　・フューチャー・リソースに関する環境、エネルギー、資源等を理工、農、医、経済、
芸術、教育の視点から取組む研究
　・海洋深層水の未知機能の探索（ファクターXの探索）や久米島モデル以外で島嶼地域
で展開の可能性のある案件
　・社会的課題解決の研究（社会科学的研究）
　・特許出願できる案件
　・提案案件をベースに競争的資金申請に繋がる案件
　・ベンチャー創出に繋がる案件
　・途中経過でURAと成果の向上に向けたやり取りを積極的に受け入れる内容


